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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 4,421 20.0 152 153.9 101 5.8 62 △20.3
27年3月期第2四半期 3,683 10.4 60 ― 96 ― 78 ―

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 62百万円 （△30.9％） 27年3月期第2四半期 90百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 3.56 3.56
27年3月期第2四半期 5.19 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第2四半期 6,426 2,526 39.3
27年3月期 5,493 2,251 41.0
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 2,524百万円 27年3月期 2,251百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
28年3月期 ― 0.00
28年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,800 11.7 301 215.4 253 14.8 223 19.1 12.80



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に
対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 18,428,999 株 27年3月期 17,661,999 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 206,330 株 27年3月期 205,892 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 17,684,056 株 27年3月期2Q 15,218,450 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間（以下、「当第２四半期」という。）における我が国経済は、円安基調の継続、欧州

経済の停滞、中国や新興国経済の減速懸念など、国内景気は緩やかな回復傾向にあるものの、先行き不透明な状況

が続いております。一方で、円安等を背景とした近年の訪日外国人客の大幅な増加と、それに伴う「爆買い」等の

言葉に代表されるインバウンド需要の増加は、国内経済にとってプラス要因としてはたらいております。 

このような状況下、当社グループは、平成30年３月期の利益計画「ＡＳＥＡＮプロジェクト」の３年目を迎え、

「生産能力の増強」「サプライチェーンの構築」「更なる付加価値製品の提供」をテーマに、計画の達成に向けて

引き続き取り組んでおります。製造子会社であるNISSEY VIETNAM CO.,LTD.においては、設備投資による生産能力の

増強及び半自動化・オートメーション化の推進に加え、表面処理能力の向上にも取り組んでおります。当社の顧客

である国内大手時計メーカーは、インバウンド需要の増加により各社とも高級品を中心に好調な販売が続いており

ます。高級品向け製品においては、高付加価値化のための表面処理が重要な技術となるため、当社といたしまして

も、顧客ニーズに応え、また今後の需要増にも備えるべく取り組みを行いました。最新の表面処理技術であるＤＬ

Ｃ（ダイヤモンドライクカーボン）装置は設置が完了し10月から稼働を開始する予定です。それらに加え、９月に

は表面処理専用の新工場建設にも着工いたしました。また、これらの取り組みと並行して、時計関連において新規

顧客との取引開始など受注促進にも注力してまいりました。その結果、当第２四半期の連結売上高は4,421,117千円

（前年同四半期は3,683,756千円）と大きく前年同期を上回る結果となりました。 

損益につきましては、売上総利益はNISSEY VIETNAM CO.,LTD.において、円安ドン高による人件費の増加の影響が

引き続き残るものの、売上高の大幅な増加と、NISSEY CAMBODIA CO.,LTD.との相乗効果による生産性の効率化など

により1,088,387千円（前年同四半期は900,358千円）となりました。営業利益は、売上総利益の増加などにより

152,858千円（前年同四半期は営業利益60,197千円）と大きく前年同期を上回る結果となりました。経常利益は為替

相場の変動による為替差損の計上などがあったものの営業利益の大幅増により101,696千円（前年同四半期は経常利

益96,166千円）と前年同期を上回る結果となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は法人税負担の増加な

どにより62,977千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益78,988千円）となりました。 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

① 時計関連 

時計関連の売上高は3,370,457千円となり、前年同四半期比817,990千円増加しました。このうち、時計バンド

は、高付加価値製品の受注増加などにより、NISSEY VIETNAM CO.,LTD.の生産が大幅な増加となりました。時計部

品は、NISSEY VIETNAM CO.,LTD.と前期に稼働を開始したカンボジア工場（NISSEY CAMBODIA CO.,LTD.）への労働

集約型製品の生産移管とそれによりNISSEY VIETNAM CO.,LTD.の生産品目を高付加価値製品へシフトできたことな

どにより、生産が大幅な増加となりました。また、大型案件の売上高計上も増加に寄与しました。これらの結

果、円安効果も加わり売上高の大幅な増加に繋がりました。  

これにより、セグメント利益は261,314千円（前年同四半期はセグメント利益124,933千円）となりました。 

② メガネフレーム 

メガネフレームの売上高は869,513千円となり、前年同四半期比70,830千円減少しました。このうち、㈱村井

は、依然として厳しい市場環境が続いており、海外売上は増加したものの、大型チェーン店への売上はほぼ前年

並み、中小型チェーン店への売上は大幅に減少したため55,941千円の減少となりました。また、当社のメガネフ

レーム部門は、大型チェーン店への売上は増加したものの、大手メーカーへの売上が減少したため、14,888千円

の減少となりました。 

これにより、セグメント損失は131,549千円（前年同四半期はセグメント損失83,051千円）となりました。 

③ その他 

その他の売上高は181,147千円となり、前年同四半期比9,798千円減少しました。釣具用部品及び静電気除去器

は増加しましたが、前年同四半期にスポット受注した健康器具の売上分が減少しました。 

これにより、セグメント利益は15,873千円（前年同四半期はセグメント利益15,829千円）となりました。 

  

（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は6,426,234千円となり、前連結会計年度末と比べ932,956千円増加

しました。このうち、流動資産は3,966,894千円となり、725,413千円増加しました。これは主に、第三者割当増資

及び借入金の増加などによる現金及び預金の増加479,416千円、受注の増加による商品及び製品の増加149,798千

円、仕掛品の増加126,083千円などによるものです。固定資産は2,409,137千円となり、214,336千円増加しました。

これは主に、NISSEY VIETNAM CO.,LTD.及びNISSEY CAMBODIA CO.,LTD.の工場建物の建設に係わる建設仮勘定の増加

152,541千円などによるものです。繰延資産は50,203千円となり、6,793千円減少しました。これは主に、NISSEY 

CAMBODIA CO.,LTD.の開業費の償却などによるものです。  
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（負債）  

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は3,899,266千円となり、657,117千円増加しました。流動負債は

2,501,427千円となり、524,749千円増加しました。これは主に受注の増加に伴う支払手形及び買掛金の増加188,997

千円、短期借入金の増加299,184千円などによるものです。固定負債は1,397,838千円となり、132,367千円増加しま

した。これは主に長期借入金の増加127,476千円などによるものです。  

（純資産）  

当第２四半期連結会計期間末における純資産は2,526,968千円となり、275,839千円増加しました。これは主に、

第三者割当増資による資本金及び資本準備金のそれぞれの増加105,154千円、親会社株主に帰属する四半期純利益の

計上による利益剰余金の増加62,977千円などによるものです。  

（キャッシュ・フローの状況の分析）  

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末と

比較して、465,410千円増加し864,782千円となりました。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

営業活動により得られた資金は119,991千円となりました。税金等調整前四半期純利益101,222千円（前年同四半

期は税金等調整前四半期純利益96,881千円）の計上、減価償却費105,098千円の計上、受注の増加による仕入債務の

増加188,953千円などがありました。一方、受注の増加によるたな卸資産の増加236,175千円などがありました。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動により支出した資金は358,759千円となりました。これは主に有形及び無形固定資産の取得による支出

342,981千円などによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動により得られた資金は713,754千円となりました。これは主に短期借入金の純増額299,184千円、長期借

入れによる収入437,834千円、株式の発行による収入200,020千円、長期借入金の返済による支出236,283千円などに

よるものです。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年３月期の連結業績予想につきましては、平成27年５月15日付にて公表致しました通期の連結業績予想に

変更ありません。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。  

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 （企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号

平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

  

 

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 
(平成27年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成27年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 741,582 1,220,998 

    受取手形及び売掛金 980,806 1,011,306 

    商品及び製品 343,121 492,920 

    仕掛品 667,978 794,062 

    原材料及び貯蔵品 324,248 284,573 

    その他 215,369 194,762 

    貸倒引当金 △31,624 △31,729 

    流動資産合計 3,241,480 3,966,894 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 764,089 755,525 

      機械装置及び運搬具（純額） 518,998 567,507 

      工具、器具及び備品（純額） 53,476 61,178 

      土地 123,614 123,614 

      建設仮勘定 86,068 238,609 

      有形固定資産合計 1,546,247 1,746,435 

    無形固定資産     

      借地権 440,581 434,293 

      その他 48,968 64,169 

      無形固定資産合計 489,550 498,463 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 74,741 73,156 

      敷金及び保証金 30,609 31,803 

      その他 67,100 72,721 

      貸倒引当金 △13,448 △13,443 

      投資その他の資産合計 159,002 164,238 

    固定資産合計 2,194,801 2,409,137 

  繰延資産     

    開業費 56,996 50,203 

    繰延資産合計 56,996 50,203 

  資産合計 5,493,278 6,426,234 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 
(平成27年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成27年９月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 693,840 882,837 

    短期借入金 526,201 825,385 

    1年内返済予定の長期借入金 446,166 518,911 

    未払法人税等 14,002 37,672 

    賞与引当金 35,009 34,561 

    その他 261,458 202,058 

    流動負債合計 1,976,677 2,501,427 

  固定負債     

    長期借入金 1,140,433 1,267,909 

    繰延税金負債 15,289 12,330 

    退職給付に係る負債 109,748 117,598 

    固定負債合計 1,265,471 1,397,838 

  負債合計 3,242,148 3,899,266 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 1,715,821 1,820,976 

    資本剰余金 1,698,926 1,804,081 

    利益剰余金 △1,149,416 △1,086,439 

    自己株式 △40,548 △40,679 

    株主資本合計 2,224,783 2,497,939 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 23,604 23,206 

    為替換算調整勘定 2,741 2,981 

    その他の包括利益累計額合計 26,345 26,187 

  新株予約権 ― 2,841 

  純資産合計 2,251,129 2,526,968 

負債純資産合計 5,493,278 6,426,234 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 3,683,756 4,421,117 

売上原価 2,783,398 3,332,730 

売上総利益 900,358 1,088,387 

販売費及び一般管理費 840,161 935,528 

営業利益 60,197 152,858 

営業外収益     

  受取利息 84 782 

  受取配当金 483 735 

  受取家賃 2,870 2,921 

  為替差益 54,615 ― 

  その他 4,950 4,332 

  営業外収益合計 63,004 8,771 

営業外費用     

  支払利息 20,510 27,462 

  為替差損 ― 22,278 

  その他 6,524 10,191 

  営業外費用合計 27,035 59,932 

経常利益 96,166 101,696 

特別利益     

  その他 756 ― 

  特別利益合計 756 ― 

特別損失     

  固定資産除却損 41 474 

  特別損失合計 41 474 

税金等調整前四半期純利益 96,881 101,222 

法人税等 17,892 38,244 

四半期純利益 78,988 62,977 

（内訳）     

親会社株主に帰属する四半期純利益 78,988 62,977 

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ― 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 11,137 △398 

  為替換算調整勘定 812 239 

  その他の包括利益合計 11,950 △158 

四半期包括利益 90,939 62,819 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 90,939 62,819 

  非支配株主に係る四半期包括利益 ― ― 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 96,881 101,222 

  減価償却費 76,518 105,098 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） 283 99 

  賞与引当金の増減額（△は減少） 422 △447 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5,990 7,850 

  受取利息及び受取配当金 △567 △1,517 

  支払利息 20,510 27,462 

  為替差損益（△は益） △31,438 9,829 

  売上債権の増減額（△は増加） △31,265 △30,450 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △254,576 △236,175 

  仕入債務の増減額（△は減少） 176,871 188,953 

  立替金の増減額（△は増加） 4,586 △22,200 

  その他 8,125 13,234 

  小計 72,343 162,959 

  利息及び配当金の受取額 567 1,517 

  利息の支払額 △20,868 △28,207 

  法人税等の支払額 △6,638 △16,278 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 45,404 119,991 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の預入による支出 △18,005 △47,006 

  定期預金の払戻による収入 12,000 33,000 

  有形及び無形固定資産の取得による支出 △191,722 △342,981 

  投資有価証券の取得による支出 △1,553 △1,772 

  その他 3,692 ― 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △195,588 △358,759 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） 9,965 299,184 

  長期借入れによる収入 245,000 437,834 

  長期借入金の返済による支出 △132,555 △236,283 

  
新株予約権の行使による株式の発行による
収入 

― 10,138 

  株式の発行による収入 ― 200,020 

  新株予約権の発行による収入 ― 2,993 

  自己株式の取得による支出 ― △130 

  財務活動によるキャッシュ・フロー 122,409 713,754 

現金及び現金同等物に係る換算差額 16,478 △9,575 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △11,296 465,410 

現金及び現金同等物の期首残高 479,092 399,371 

現金及び現金同等物の四半期末残高 467,796 864,782 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。  

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、第三者割当増資による新株の発行及び第３回新株予約権の行使により、当第２四半期連結累計期間にお

いて資本金及び資本準備金がそれぞれ105,154千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において資本金が

1,820,976千円、資本剰余金が1,804,081千円となっております。  

  

（セグメント情報等） 

セグメント情報  

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：千円)

  
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

                                                (単位：千円) 

  
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：千円)

  
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

                                                (単位：千円) 

  

 

  時計関連 メガネフレーム その他 合計 

 売上高         

  外部顧客への売上高 2,552,466 940,343 190,946 3,683,756 

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

─ ─ ─ ─ 

計 2,552,466 940,343 190,946 3,683,756 

 セグメント利益又は損失(△) 124,933 △83,051 15,829 57,712 
 

利益 金額 

 報告セグメント計 57,712 

 減損固定資産の減価償却費の調整 3,188 

 その他の調整額 △702 

 四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 60,197 
 

  時計関連 メガネフレーム その他 合計 

 売上高         

  外部顧客への売上高 3,370,457 869,513 181,147 4,421,117 

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

─ ─ ─ ─ 

計 3,370,457 869,513 181,147 4,421,117 

 セグメント利益又は損失(△) 261,314 △131,549 15,873 145,638 
 

利益 金額 

 報告セグメント計 145,638 

 減損固定資産の減価償却費の調整 2,429 

 その他の調整額 4,790 

 四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 152,858 
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４．補足情報 

生産、受注及び販売の状況 

(1) 生産実績  

当第２四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。  

(注) １．セグメント間取引はありません。 

２．金額は、販売価格によっております。 

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(2) 受注実績 

当第２四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。  

(注) １．セグメント間取引はありません。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(3) 販売実績 

当第２四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。  

(注) １．セグメント間取引はありません。 

２．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

 

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％) 

時計関連 3,583,079 +33.6 

メガネフレーム 71,857 △39.7 

その他 180,192 +5.1 

合計 3,835,129 +29.1 
 

セグメントの名称 受注高(千円) 
前年同四半期比 

(％) 
受注残高(千円) 

前年同四半期比 

(％) 

時計関連 3,622,590 +45.2 971,908 +40.0 

メガネフレーム 1,032,758 △14.4 599,983 +0.3 

その他 189,152 △5.9 49,986 △28.1 

合計 4,844,500 +24.1 1,621,877 +19.1 
 

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％) 

時計関連 3,370,457 +32.0 

メガネフレーム 869,513 △7.5 

その他 181,147 △5.1 

合計 4,421,117 +20.0 
 

相手先 
前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％) 

RADO WATCH CO.,LTD. 456,632 12.4 354,783 8.0 

カシオ計算機株式会社 1,152,269 31.3 1,625,183 36.8 

CASIO COMPUTER(HK) LTD. 439,070 11.9 525,964 11.9 

CASIO ELECTRONICS 
(SHENZHEN) CO.,LTD. 

410,088 11.1 594,338 13.4 
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